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【教育委員会議事録】平成３１年２月定例会

開催日時 平成３１年２月２１日（木） ９：３０～１２：００

開催場所 下関市教育センター ３階中研修室

出席委員の氏名

児玉 典彦（教育長）

小田 耕一（教育長職務代理者）

藤井 悦子

吉村 邦彦

児島 まさ子

欠席委員の氏名 なし

委員及び傍聴人を除

くほか議場に出席し

た者の氏名

教育部長 萬松 佳行

教育部理事 野田 広志

教育部次長 木下 満明

教育部次長（教育政策課長） 藤田 信夫

学校教育課長 藤田 淳史

教育研修課長 三井 清

学校支援課長 大賀 健

学校保健給食課長 山本 匡章

教育指導監（生徒指導推進室長） 瀬下 信二

生涯学習課長 異儀田 正康

文化財保護課長 髙森 俊明

図書館政策課長 和田 守正

美術館長 中村 美幸

歴史博物館館長 町田 一仁

土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム館長 松下 孝幸

下関商業高等学校事務長 冨田 智雄

菊川教育支所長 山本 洋美

豊田教育支所長 石田 正成

豊浦教育支所長 日吉 克浩

豊北教育支所長 西村 敬教

教育政策課主幹 田村 尚美

教育政策課長補佐 村田 浩樹

教育政策課主任 松冨 潤

傍聴人の数 ０名
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児玉典彦（教育長）

それでは、教育委員会 2月定例会を開催いたします。

【署名委員の指名】

児玉典彦（教育長）

本日の議事録の署名は、小田委員、児島委員にお願いします。本日の日程は日程１の議

案が２０件、日程２の報告事項が８件、日程３その他となっています。この日程に関して

最初に委員の皆様におはかりしたいと思います。日程１の議案の２０件及び日程２の報告

事項「文化施設観覧料の高齢者減免基準の見直しについて」「下関市立学校適正規模・適正

配置事業の進捗状況について」は議会提出案件等であるため、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律第１４条第７項の規定により会議を公開しないことと存じますが、委員の

皆様、よろしいでしょうか。

（はい）

児玉典彦（教育長）

それでは日程１の議案の２０件、及び日程２の報告事項２件は非公開とし、議事録につ

いても非公開といたしたいと存じますが、委員の皆様よろしいでしょうか。

（はい）

児玉典彦（教育長）

また、非公開とすることといたしました議案は、日程３その他が終わった後に報告を行

うということにしたいと存じますが、それでよろしいでしょうか。

（はい）

児玉典彦（教育長）

それでは、そのように進めてまいります。

【教育長報告】

児玉典彦（教育長）

審議に入る前に教育長報告を行います。別紙の教育長報告をお出しください。最初に訂

【開会の宣告】
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正をお願いします。４ページの一番最後、昨日の協議会ですが、全国 ICT教育首長協議会
で、教育長を私の勘違いで入れておりましたので、削除をしておいてください。一番最後

です。２月２０日分。教育長を除けてもらえたらと思います。それから、今回、くじら給

食、ふく給食についての報告もしますが、参加された小田委員、吉村委員には後で感想を

一言述べてもらいたいと思いますので、よろしくお願いします。

まず、１月２５日金曜日２時半から、プロ野球招致実行委員会がありました。前田市長

の思い入れもあって、大洋ホエールズ、現在のベイスターズを呼ぶということで、大変盛

り上がった実行委員会になりました。

２６日土曜日は、「ＪＡ食農教育実践報告会」ということで、川中小、小串小、滝部小の

３つの小学校の実践発表がありました。それぞれ工夫が凝らされ、とてもかわいらしい発

表でした。農業協同組合、地域、こういった方々の協力があって、子供たちの豊かな体験

が支えられているということを実感しました。

同じく土曜日、昼からは「子どもと本をつなぐやまぐち読書ネットワークフォーラム」

に出席をしました。図書館政策課の尽力もあり、大変盛り上がった会でした。中でも「か

いけつゾロリ」の作者である原ゆたかさんと横山眞佐子さんのトークショーは大変面白か

ったです。私は、それまで孫が「かいけつゾロリ」を読んでいるのを見て、もうちょっと

別の本は読まないのだろうか、と思っていましたが、よくよくお話を聴いて「かいけつゾ

ロリ」を読み直してみると、原先生の思いがそこにこめられていたり、深い教えがあった

りして、「かいけつゾロリ」を見直した時間にもなりました。

２８日月曜日は、JA下関からたくさんの本を贈呈されたので、贈呈式を市長応接室で行
いました。現在、マイナスシーリングがかかって財政的には非常に厳しい中で、沢山の本

を贈呈していただくということは本当に助かりました。

２９日は、全国都市教育長協議会定期総会、中高連携協議会に参加しました。

学校訪問ということで、１月３１日は、生野小、養治小、名池小、角倉小、江浦小をア

ポなしで突撃訪問しました。「突然行くからそのつもりでいてくれ」と校長には申し渡して

はいるのですが、連絡すると驚かれる学校もあって事前に連絡しようかなとも思いました

が、事前に連絡すると色々気を使うだろうし、日ごろの姿が見えないので、このままアポ

なし突撃訪問を継続しようと思っています。

2月 1日は、くじら給食があり、市長と小田委員と一緒に参加しました。どうぞ小田委員
のほうから感想をお願いします。

小田耕一（教育長職務代理者）

給食の前に鯨についての講義の時間もあって、その中で豊東小学校の子供たちが意欲的

に答える姿勢、尋ねる姿勢、その姿がとても素敵でした。それから、私達に名前のカード

を作っていただき、また、グループの中に入れていただいて食事をするのが、久しぶりの

給食を食べるということでもあり、地域の特色を生かした給食というのが振舞われるのを
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経験するということが意味のあることだなと再度思ったところです。

児玉典彦（教育長）

ありがとうございました。

2月 1日は、そのまま午後に美術館の方へ参り、「ゴルゴ１３」の開会式と内覧会に出席
をしました。とても迫力があり、見ごたえのある美術展となっていて、こんな立派な美術

展が下関で開催されるのに本当に驚きました。中村館長さん以下、スタッフの皆さんのご

尽力の賜物だと感謝申し上げます。

2日は、「下関地区教育振興フォーラム兼教育シンポ下関」が川中公民館でありました。
下関国際高校の坂原監督の講演があったのですが、その話の中で私が 1番感銘を受けたの
は、何かをできるようにするために何かをやめる、こういうお話でした。「子供たちにこの

力をつけたい」と思ったら、それ以外のことはやらないで、その時間を「これができるよ

うにしたい」そう思うことに費やすということでした。これは甲子園に初めて出た時に、

初戦で敗退をしたことから学んだことのようです。

４日月曜日は、下関市ゆかりの会、東京の都市センターホテルでありました。出席をし

た折に、東洋海事さんからグランドピアノを小学校に１２台、それから幼稚園にアップラ

イトのピアノを２台寄贈していただきましたので、お礼が言えて、参加した甲斐があった

なあ、と思いました。

５日は小学校長会、6日は学校訪問、勝山中。それから、７日も学校訪問ということで、
清末小、東部中、王司小に出向きました。

２月７日は、いけばな連合会授賞式がシーモールパレスであり、参加しました。いけば

な展自体は、後日大丸の７階で見たのですけれども、全くいけばなの素養なんてかけらも

ない私ですが、やはり美しいものを見ると美しいとわかる、そういう能力が人間に備わっ

ているのだなと思いました。

８日は市長、吉村委員と一緒に、ふく給食ということで、向井小学校に行ってきました。

吉村委員、感想があればお願いします。

吉村邦彦（教育委員）

彦島の向井小学校に行ってまいりました。当日ＮＨＫの Eテレ、J-COM、民放、新聞と
非常に沢山のマスコミが来ていて、子供たちも非常に緊張していたのですけれども、みん

なで食べる給食というのがいかにおいしいかということを皆が目を輝かせて言っているの

が印象的でした。ふくに関しても、クイズで紹介するなどし、こういった名物があるとい

うことで、子供たちが下関を離れることがあっても、是非Ｉターンで戻ってくる、もしく

は下関にずっと働いてもらう、残ってもらう若者になってほしいというコメントをお伝え

しています。ふく連盟の方とお話したら、こういったことをずっと続けていきたいという

コメントもいただいております。非常に良いことだと思いますので、こういう大事なこと
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は継承していくべきだというように再認識いたしました。ありがとうございます。

児玉典彦（教育長）

ありがとうございました。こういう給食の会があると、私達は行って食べるだけですが、

担当の学校保健給食課の山本課長、梶山補佐の気苦労は大変なものだなと思っており、本

当に感謝を申し上げます。

２月８日金曜日は防災会議があり、本庁の新館５階で協議をしました。同じ８日に、教

育センターで初任者研修の最後ということでお話をさせてもらいました。ロールモデルを

探して早く追いつくように、やがて自分がロールモデルになれるように精進をしっかりし

てほしい、という話をして終わりました。

９日土曜日は、海響カップの小学生バレーボール大会の開会式に出席、日曜日は、こど

も会連合会書道展表彰式に出ました。４０人の小中学生を一人ひとり表彰するということ

で、時間は随分かかったのですけれども、子供たちには大変うれしい体験だろうなあ、と

思いました。

１１日は剣道練成大会、同じく１１日に下関市体育協会功労者表彰式に行ってまいりま

した。この日は少し 1日が長かったです。
１２日の火曜日は学校訪問で、西山小、彦島中、13日水曜日は滝部小、阿川小、角島小
と回りました。

１４日木曜日は、下関市文化振興財団理事会に出席、１６日土曜日は、下関市医師会市

民講座に出席し、講演を聞きました。感染症の話があったのですが、私達が小さい頃は、

はしかに小さい時にかかると、一生はしかにかからないと教えられてきましたけれども、

実はあれは間違いで、免疫力というのはだんだん落ちていくそうです。落ちかけた時に、

周りのだれかがはしかにかかることで、また感染して発症しないままブースター効果とい

って免疫力が上がる、そんな話を聞いて、なるほどなあ、と思いました。ただ、ワクチン

が普及して小さい子供がはしかにかからなくなったので、突然大人になって、はしかにか

かるということが今起きていますよ、というお話でした。

１７日は、「B－P祭ワールドシンキングデイ合同集会」に行きました。幼児から高校３
年生まで同じ制服を着ているのですが、目の色、所作、姿勢、そういったものがやはり年

齢によって大きく違うな、ということで子供の成長を感じられた開会式でした。

さらに１７日は、下関市ユネスコ協会記念式典で、生涯学習課社会教育係が総出で対応

していて、皆さんお疲れ様でした。

１８日月曜日は、健康づくり推進協議会に出ました。

昨日、全国 ICＴ教育首長協議会に出ました。実際にＩＣＴを使って自分が知識を受ける
立場、それから教材をつくるという経験をしてみて、とても大きな可能性があることに衝

撃を受けました。パワーポイントという使い慣れたソフトですが、そのソフトの中に同時

通訳機能が入っていて、パワーポイントの操作をして日本語で喋ると英語の字幕が出ると
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いった機能がついているということでびっくりしました。課題としては、ＩＣＴ環境の整

備、教員の研修時間、ということで、どうやったらこの環境が整うのか、というお話だっ

たのですが、やはり首長、下関では前田市長さんの決断というか思い入れがないとできな

いだろうというお話を担当の方がしていました。実際、文科省からは 1年に１，８０５億
円のお金が５年間地方に回っているそうです。これを単純に考えると、１５クラスの中学

校で、約５００万円台の予算が付いていることになっているそうですが、なかなか教育に

回ってこないので、少し考えないといけないなあ、と思いました。ただ、最後に疑問に思

ったのは、ＩＣＴ環境の整備率が、日本はＯＥＣＤの加盟国の中で最低でした。でも、学

力調査では他の国を抑えて日本は上位にある、これはどういうことなのか。日本の教師が

優秀なのか、そういったハンデを乗り越えて子供たちが力を着けている、もしかしたら、

ＩＣＴは必要ないのかとも思いましたが、これからのことを考えると、ＩＣＴ教育に乗り

遅れないようにしなければならないな、そう思った時間でした。

以上で、教育長報告を終わります。今の報告で何かご質問がありますか。ないようでし

たら、議案につきましては、先ほど申しましたように、最後に回させていただきますので、

日程２の報告事項にまいります。日程２の報告事項「文化施設観覧料の高齢者減免基準の

見直しについて」「下関市立学校適正規模・適正配置事業の進捗状況について」この２件は、

先ほど申したように、最後に回させていただきます。

【報告事項】

２０１９年度下関市学校教育指導上の努力点について

児玉典彦（教育長）

それでは、「２０１９年度下関市学校教育指導上の努力点について」を教育研修課お願い

します。

三井清（教育研修課長）

教育研修課でございます。よろしくお願いいたします。「２０１９年度下関市学校教育指

導上の努力点について」ご説明いたします。お手元の別冊資料をご覧ください。

この下関市学校教育指導上の努力点は、教職員が重点的に取り組むべき事項を努力点と

して広く周知するために、市内の各認定こども園、幼稚園、小中学校、下関商業高等学校

の全教職員に配付いたしております。今回の作成に当たり、教育長メッセージを周知する

こと、教職員にとって見やすい形式にすることの２つの視点で見直しを行い、教育研修課、

学校教育課で作成をいたしました。

まず、１枚めくっていただいて表紙ですが、学校や教職員、地域のさまざまな教育活動

について掲載しております。また、中央部分には本市が目指す「学びが好きな子ども 学
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びの街・下関」を縦書きで示し、教職員に意識しやすいようにしております。

１枚めくっていただいて、表紙裏となる２ページには平成３０年度と同様、教育理念の

解説文を掲載し、下関の教育が目指すところを市内の全教職員で共有したいと思います。

次に、下関市教育理念の概要版です。３ページをご覧ください。このページは、柱とな

る９つの項目をお示ししております。この項目は下関市総合計画、教育振興基本計画に沿

った構成としております。このページについては、各園、学校に A２版のポスターとしても
配付し、周知を図ってまいりたいと思います。

めくっていただいて、裏表紙となる４ページにつきましては、教育長からのメッセージ

として、下関市が目指す学ぶ力を図式化しております。核となるのは、自己効力感と読解

力です。この学ぶ力の育成を通して、学びが好きな子どもを育て、学びの街・下関の実現

に向けた、下関教育を目指していきたいと考えております。

それでは、本資料の見方と主な改定点と重要項目についてご説明いたします。５ページ

をご覧ください。「Ⅰ 生き抜く力の基礎を培う就学前教育の推進」のページです。このタ

イトル「生き抜く力の基礎を培う就学前教育の推進」が努力点ということになります。次

に、下の枠囲みの部分には、「１ 連携の強化」、「２ 研修の充実」、とありますが、２０

１９年度の主要な課題を示しています。そして、項目ごとに具体的に取り組む内容を示し

ており、丸がついている項目については、その中でも特に最重要取り組み事項と考えてお

ります。この構成は、どのページにもすべて同じものとなっております。今ご覧いただい

ている５ページは、認定こども園、幼稚園、保育園での教育をまとめて、就学前教育と表

記しております。各施設の枠を超えた横のつながりと、小学校との縦のつながりを含めた

連携の強化及び研修の充実について記載しております。

続いて、６ページ、７ページをご覧ください。「Ⅱ 新しい時代に必要となる資質・能力

の育成」についてです。このページは、新学習指導要領の実施に向け、これからの社会を

生き抜く力の育成を視野に入れた内容となっております。６ページでは、学力向上の取り

組みについて掲載しております。現在、子供たちの生活習慣や学習習慣などの見えない学

力に着目し、児童・生徒の学習意欲の分析や育成に向けた取り組みを充実させ事業づくり

の工夫を図りたいと考えております。７ページには、子供たちの未来を見据えた教育活動

として、主体的、対話的で深い学びに向けた取り組みや、小学校での教科化に向けた外国

語教育を推進していくということを掲載しております。特に来年度は、小学校における外

国語指導支援員の活用も計画しており、さらなる充実を目指してまいります。また、下関

商業高等学校におけるビジネス教育についても記載しておりますが、下関商業高等学校で

は、地元企業等から講師を招聘し、専門性を深化させた授業を充実してまいります。

続いて、８ページ、９ページをご覧ください。こちらは「Ⅲ 豊かな心の育成」につい

てです。８ページでは、道徳の教科化に向けた取り組みや下関市の特色である、命の教育

の充実、ふるさとを愛する教育の充実等について、掲載しております。「下関市いのちの日」

の取り組みについては、来年度は４月１３日が土曜日となっておりますので、その前日の
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４月１２日を取り組みの基準日としております。

続きまして、９ページをご覧ください。こちらは、生徒指導に係る内容となっておりま

す。下関市では、小中学校共通取り組み事項として、あいさつ、時間厳守、学校環境美化、

聞く態度に取り組んでおります。このことについて、さらに周知を図ってまいりたいと思

います。

続いて、１０ページをご覧ください。「Ⅳ 健やかな体の育成」についてです。このうち、

健康に関する教育につきましては、望ましい生活習慣の形成から、テレビゲーム、スマー

トフォン等のメディアとの適切な関わり方の啓発を行ってまいります。

続いて、１１ページをご覧ください。こちらは、「Ⅴ 地域とともにある学校づくりの推

進」についてです。来年度は、全小・中・高等学校のコミュニティ・スクールの方向性や

スタンダードを定める推進協議会の開催を計画しております。

次に、１２ページをご覧ください。「Ⅵ 子供たちの状況に応じたきめ細かな教育の推進」

です。こちらにつきましては、平成２８年４月から障害者差別解消法が施行され、合理的

配慮の提供が法的に義務づけられました。特別支援教育の充実に向けた取り組みがさらに

求められているということを記載しております。

１３ページをご覧ください。「Ⅶ 学校の組織力の向上」についてです。ここでは学校強

化等の効果的活用と、学校の総合力の向上に向けた取り組みの推進を挙げております。チ

ームとしての学校を目指した取り組みや、働き方改革に基づいた業務改善の推進を掲載し

ております。

続きまして、１４ページをご覧ください。「Ⅷ 教職員の指導力の向上」についてです。

教職員一人ひとりのよさの伸長を目指したＯＪＴの実施や、若手人材育成を図っていくと

いうことを掲載しています。

１５ページは、「Ⅸ 安心・安全な教育環境の整備」についてです。子供たちが安心して、

安全に学べる環境を整えるため、各教科・領域等における防災教育の推進に取り組みます。

最後に、１７ページをご覧ください。こちらには、「下関市いじめ防止基本方針」の概要

と、「下関市児童生徒の携帯電話等の利用に関する指針」の改訂版を掲載しております。各

校においては、本方針や指針を基にして、具体的に取り組みを進めております。来年度も

教育委員会として、学校訪問や研修会等で本資料を活用することにより、下関市全教職員

で、学校教育における指導上の努力点を共有し、推進してまいります。

以上で、説明終わらせていただきます。

児玉典彦（教育長）

ありがとうございました。では、ご質問、ご意見があればお願いします。よろしいです

か。ないようでしたら、本件については、報告済みといたします。
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【報告事項】

彦島中学校車両損傷事故について

児玉典彦（教育長）

続きまして、「彦島中学校車両損傷事故について」を学校支援課お願いします。

大賀健（学校支援課長）

学校支援課です。よろしくお願いいたします。定例会の資料の３ページをお願いいたし

ます。８月の定例会で報告いたしました、彦島中学校において発生した自動車損傷事故に

ついて事故処理が完了しましたので、ご報告いたします。

この事故は、平成３０年７月２２日の日曜日午前１１時頃、垢田中学校との軟式野球部

の練習試合中、生徒の打球が同校ソフトボール部外部コーチの車の天板を損傷させたもの

でありました。４ページから６ページが事故当時の状況写真でございます。損害賠償額は、

１２万１，９４０円でありました。なお、全額が学校災害賠償補償保険の適用となってお

ります。示談につきましては、平成３１年１月１７日に行いまして、損害賠償金を平成３

１年１月３１日に支払い、事故処理を完了いたしました。以上で、報告を終わります。よ

ろしくお願いいたします。

児玉典彦（教育長）

ありがとうございました。ご質問、ご意見があれば、どうぞ。はい、吉村委員。

吉村邦彦（教育委員）

この事故は形として終わりましたけれども、子供さんはすごく不安でしょうし、一番心

配していると思うので、学校としてケアもお願いしたいなと思います。

児玉典彦（教育長）

よろしくお願いします。他はよろしいですか。それでは、この件については、報告済み

といたします。

【報告事項】

川中公民館への川中支所移転について

児玉典彦（教育長）

続きまして、「川中公民館への川中支所移転について」を生涯学習課お願いします。
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異儀田正康（生涯学習課長）

生涯学習課です。よろしくお願いします。資料の７ページをお願いします。報告事項「川

中公民館への川中支所移転について」ご説明いたします。川中支所の移転につきましては、

伊倉町の川中公民館への併設、移転ということで、以前から市に対して、多方面よりご意

見、ご要望をいただいていたところです。この件につきましては、公民館活動への影響も

大きく、以前から所管のまちづくり政策課と協議を重ねてまいりました。この度、現時点

における市の方針について報告をさせていただきます。

まず、資料の項目１の方針についてですが、川中支所は現在、川中公民館分館の１階部

分に併設され、同分館は築後５３年が経過しており、老朽化が激しく、駐車場についても

狭隘で、施設は借地であること等から、公共施設の適正配置に関する方向性を踏まえて、

川中公民館の１階部分に機能を移転する方針です。併せて、同公民館の駐車場が慢性的に

不足している状況にあることから、当該駐車場を拡張整備することで、駐車可能台数を増

やし、利用者の利便性の向上を図ることを予定しております。なお、当分館の公民館機能

についても、川中公民館等に機能を移転し、同分館を解体するとともに、当該借地を原状

回復し、土地所有者に返還する予定となっております。

資料項目２の現行の施設概要についてですが、現在の川中支所につきましては、川中公

民館分館の１階に併設しておりまして、面積は３５８．８６㎡、この川中公民館分館につ

きましては、建築は昭和４０年、構造が鉄筋コンクリート造２階建てでございます。延べ

床面積は１，０１４．８９㎡、駐車場は１５台となっております。川中公民館につきまし

ては、建築が平成４年、構造は鉄筋コンクリート造４階建て、延べ床面積は２，９０３．

２２㎡、駐車場は１３５台となっております。

次に、項目３の川中支所移転先の整備概要についてですが、移転先につきましては、先

ほど申しましたように、川中公民館１階部分の改修工事を行った上で、移転するものです。

改修工事により、整備するものといたしましては、事務室、支所長室、宿直室、倉庫、ロ

ビーで、床面積は約２４７㎡になると考えております。駐車場につきましては、現行より

３５台分程度増設する方向で、拡張整備の予定でございます。

最後に、項目４のスケジュールについてですが、まちづくり政策課を中心として、関係

課とともに事業概要と予算計画を立て、２月から関係者等への説明を始めております。平

成３１年度には、改修実施設計を行い、平成３２年度に改修工事、駐車場整備工事を行い

まして、移転を完了したいと考えております。また、必要に応じて関係者等への説明も行

ってまいります。平成３３年度には、川中公民館分館を解体・撤去し、敷地については土

地所有者に返還する予定でございます。この支所移転によって、川中公民館の部屋は現行

より減少し、川中公民館分館も解体されることとなり、公民館の利用者にとっては、活動

の場がどうなるかということが問題になります。生涯学習課としましては、時間や部屋の

利用状況、利用団体の活動内容、他施設の状況等を勘案し、できる限り利用者の皆様の活

動に支障が出ないよう調整を進めて行くところでございます。工事中には多少ご不便をお
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かけするということになると思いますが、ご理解を得るように十分説明を行っていきたい

と考えております。報告は、以上でございます。よろしくお願いいたします。

児玉典彦（教育長）

ありがとうございました。今の報告について、ご質問、ご意見があればどうぞ。はい、

吉村委員。

吉村邦彦（教育委員）

すいません、質問ですけれども、支所の機能整備のところに宿直室とありますけれども、

宿直をされるのですかね。

児玉典彦（教育長）

はい、生涯学習課。

異儀田正康（生涯学習課長）

今の川中公民館分館１階に川中支所がございまして、現在も宿直室があります。２４時

間体制で受付け等する体制なっておりますけれども、これが川中公民館に移転されますと、

川中公民館内に宿直室を設けるということになりますので、火葬・埋葬許可証とかですね、

時間外等の受け付けも対応するということになりますし、後、避難所を開設した場合にも、

今度は川中公民館に２４時間で宿直がおりますので、その対応も可能になるかと思います。

以上でございます。

児玉典彦（教育長）

他はよろしいですか。ないようでしたら、本件については、報告済みといたします。

【報告事項】

・史跡綾羅木郷遺跡 国史跡指定５０周年 記念講演会の開催について

・平成３０年度企画展Ⅲ 綾羅木郷遺跡史跡指定５０周年記念『郷台地奇譚 EpisodeⅡ－
綾羅木式土器の世界－』の開催について

・史跡綾羅木郷遺跡史跡指定５０周年記念「川まち弥生まつり」の開催について

児玉典彦（教育長）

続きまして、文化財保護課から３件あります。「史跡綾羅木郷遺跡 国史跡指定５０周年

記念講演会の開催について」、「平成３０年度企画展Ⅲ 綾羅木郷遺跡史跡指定５０周年記

念『郷台地奇譚 EpisodeⅡ－綾羅木式土器の世界－』の開催について」、それから「史跡
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綾羅木郷遺跡史跡指定５０周年記念「川まち弥生まつり」の開催について」の３件、併せ

て文化財保護課から説明をお願いします。

髙森俊明（文化財保護課長）

文化財保護課の髙森でございます。よろしくお願いいたします。今回、文化財保護課か

ら３件、報告事項がございますが、併せてご説明させていただきます。

最初に、報告事項「史跡綾羅木郷遺跡 国史跡指定５０周年 記念講演会の開催につい

て」ご報告させていただきます。資料は８ページ、９ページをご参照ください。この講演

会につきましては、平成３０年８月２０日開催の定例会におきまして、既に御報告させて

いただいておりますものでございます。当初、開催を予定しておりました、平成３０年１

０月６日に本市に台風が接近したため、開催を順延しておりましたものでございます。

続きまして、報告事項「平成３０年度企画展Ⅲ 綾羅木郷遺跡史跡指定５０周年記念

『郷台地奇譚 EpisodeⅡ－綾羅木式土器の世界－』の開催について」をご報告させていた
だきます。資料は、１０ページから１２ページをご参照ください。この展示は、綾羅木郷

遺跡を中心とした、市内の遺跡から出土した綾羅木式土器と呼ばれる装飾性豊かな土器を

取り上げ、その資料的価値から、綾羅木郷遺跡の持つ歴史的意義を改めて考察しようとす

る企画展で、会期は平成３１年３月１６日から６月９日までを予定しております。

続きまして、報告事項「綾羅木郷遺跡史跡指定５０周年記念「川まち弥生まつり」の開

催について」をご報告させていただきます。資料は、１３ページから１５ページをご参照

ください。綾羅木郷遺跡が昭和４４年３月１１日に国史跡に指定されてから、今年で５０

年になるのを機に、地元住民の方からも地域の誇る歴史資産である綾羅木郷遺跡の史跡指

定５０周年を記念するとともに、世代を超えた地域住民の交流の場となるイベントを開催

したいという申し出がございまして、川中地区まちづくり協議会が主体となって、記念イ

ベントを開催するものでございます。考古博物館でも合わせて、先ほどご説明いたしまし

た企画展とともに、弥生式土器焼成見学会や勾玉づくり体験、火起こし体験等の実施を予

定しております。以上、ご報告いたします。

児玉典彦（教育長）

ありがとうございました。今、文化財保護課から３件の報告がありましたが、ご意見、

ご質問があればどうぞ。ないようでしたら、３件について報告済みといたします。

【その他】

児玉典彦（教育長）

続いて、日程３その他ですが、何かございますか。なければ、次回の日程ですが、３月

の教育委員会定例会は３月２７日水曜日１５時から下関市教育センター３階 中研修室に
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て開催の予定です。委員の皆さんよろしいでしょうか。

（はい）

児玉典彦（教育長）

では、よろしくお願いします。

非公開部分（始まり）

【議案審議】

議案第２号 平成３０年度教育予算の補正（３月）について

児玉典彦（教育長）

それでは、議案第２号「平成 30年度教育予算の補正（3月）について」の審議に移りま
す。萬松部長、よろしくお願いします。

萬松佳行（教育部長）

それでは、議案第２号「平成３０年度教育予算の補正（3月）について」ご説明をいたし
ます。資料につきましては、別冊資料の２ページになります。

この度の補正につきましては、昨年７月の西日本豪雨に伴います災害復旧工事費の平成

３０年度から３１年度への予算繰越明許の補正でございます。２ページの一番下の欄にな

りますが、そちらの第１１款 災害復旧費のうち、３つの項目がありますが、一番下の教

育施設災害復旧事業の予算２，２００万２，０００円を平成３１年度に繰り越すものでご

ざいます。

内容といたしましては、平成３０年９月の補正予算に計上しておりました、災害復旧工

事で文洋中学校の体育館の横の法面の工事でございますが、これにつきまして、事業の完

了が平成３０年度を越える見込みが高いため、歳出として計上しております工事請負費の

うち、実際の工事の施工額を繰り越すものになります。

なお、繰り越す財源の内訳につきましては、右側の３ページの一番下になります。国庫

支出金、こちらは補助率が３分の２になりますので、２，２００万２，０００円のうち１，

４６６万８，０００円、それから残りが市債、災害復旧債が１０万円セットになりますの

で、７３０万円、一般財源が端数がありまして、３万４，０００円となっております。

以上が補正予算の説明でございます。よろしくお願いいたします。

児玉典彦（教育長）

ありがとうございました。今の説明について、ご質問、ご意見があればどうぞ。ないよ
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うでしたら、議案第２号について承認としてよろしいですか。

（はい）

児玉典彦（教育長）

それでは、承認といたします。

【議案審議】

議案第３号 平成３１年度教育予算について

児玉典彦（教育長）

続きまして、議案第３号「平成３１年度教育予算について」を野田理事の方からよろしく

お願いします。

野田広志（教育部理事）

では、議案第３号「平成３１年度教育予算について」を説明します。別冊の資料の中に

予算書が入っておりますので、こちらで予算規模の説明をさせていただきます。

資料の５ページをお開きください。これは、下関市の一般会計全体の歳出予算額ですが、

一番下の合計額にありますとおり平成３０年度は１，１４２億８，５００万円でしたが、

平成３１年度は０．２％増で２億２，５００万円増加いたしまして、１，１４５億１，０

００万円となっております。

その中で、第１０款の教育費でございますが、平成３０年度の７９億２,４１２万４，０
００円に対して、平成３１年度が７７億８,６３３万９，０００円であり、比較のところに
ありますように、１億３,７７８万５，０００円の減額となっております。この中には、こ
ども未来部や観光スポーツ文化部所管の予算も入っておりますので、次に教育委員会所管

分の予算について説明いたします。

資料の９ページをお願いいたします。こちらに、平成３１年度教育委員会の予算内示の

総額をお示ししております。

まず、平成３１年度の要求額に対する内示額についてですが、①の網掛け部分７０億１,
０３７万３，０００円の要求額に対して、②の６７億４６２万５，０００円の内示額であ

り、３億５７４万８，０００円ほど減額査定された形となっております。下段の参考にあ

りますとおり、平成３０年度の要求額、表Ｃでございます、と内示額の表Ｄの差額が２億

６,７９７万６，０００円ですので、平成３０年度より約３,８００万円多く減額査定されて
おります。

次に、平成３１年度と平成３０年度の予算総額の比較ですが、③網掛け部分にあります
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とおり、２億９,７０６万２，０００円の減額となっております。平成３０年度で事業完了
予定であります、学校のトイレ洋式化・扇風機の設置及び美術館・下商の改修工事に係る

予算約２.４億円を差し引きましても、約５,７００万円の予算が減額されたことになり、非
常に厳しい予算状況となっております。予算全体の説明は以上になります。

続きまして、各事業の説明をいたします。１枚めくっていただきまして、Ａ４横の表を

お開きください。学校教育、社会教育、ソフト事業とハード事業で４つに区分いたしまし

た、教育委員会の平成３１年度当初予算（案）における主要な項目をお示ししております。

このうち、網掛けをしている主な事業を中心にご説明いたします。

最初に左上、学校教育のソフト事業でございます。資料の１１ページをお願いいたしま

す。いじめ・不登校支援等総合推進事業につきましては、不登校の児童生徒に対する教育

機会の確保等の取組といたしまして、今年度に引き続きまして、支援員の配置やフリース

クールとの連携を図ってまいります。予算につきましては、一番下の予算情報にあります

とおり、指導員の報酬等の経費３２６万３，０００円を継続して計上しております。

資料の１２ページをお願いいたします。外国語指導支援員の配置につきましては、平成

３２年度に小学校において新学習指導要領の全面実施を迎えるため、小学校の外国語活動

の早期化、それからまた、外国語の教科化に備えるものでございます。小学校の担任の先

生の英語力・指導力を十分に発揮させ、また、授業のきめ細やかなサポートを実施するた

め、語学力のある地域の人材を外国語指導支援員として採用しまして、小学校５年、６年

の学級数に応じて配置をするものでございます。予算につきましては、一番下の予算情報

にありますとおり、支援員の報酬等の経費７９７万５千円を新規に計上しております。

資料の１３ページをお願いいたします。教育ネットワーク強化事業でございます。これ

につきましては、現在、各学校のネットワーク環境が著しく悪いため、インターネットを

活用した授業の実施中に動画が停止するなどの弊害が発生しております。これを改善する

ため、現在の契約回線速度１０メガを、文部科学省の最低推奨基準である３０メガへ変更

し、回線速度をあげることにより、改善を図るものであります。予算につきましては、一

番下の予算情報にありますとおり、既存のインターネット通信運搬費、回線速度拡大に必

要なルーター等の設置費用及び７月以降の増額分の回線使用料を合わせた経費３,３３２万
１，０００円を拡充して計上しております。

資料の１４ページをお願いいたします。しものせき夢冒険チャレンジキャンプの開催業

務であります。これにつきましては、日常生活を離れ、自然の中での失敗や未知の経験を

することで、子供たちの好奇心や探究心を高め、生き抜く力を身につけることを目的とい

たしまして、専門的な知識を持ったスタッフによる指導のもと、野外教育活動プログラム

を実施するものであります。予算につきましては、一番下の予算情報にありますとおり、

専門スタッフの委託料の経費１００万円を新規に計上しております。

資料の１０ページにお戻りください。他には、スクールロイヤー活用事業、これは弁護

士報償費等でございますが、３５万円、道徳の指導書等購入費用２４６万４，０００円、
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学校におけるエアコン設置後の維持管理費用２,１１３万５，０００円などを新規に計上し
ております。以上が学校教育に係るソフト事業の主要な項目でございます。

続きまして、左下の学校教育に係るハード事業でございます。資料の１５ページをお願

いいたします。豊北地区小学校統廃合でございます。これにつきましては、平成３２年度

に豊北町管内の小学校を全て統合し、新たな小学校を設置するため、新しい校章、校歌の

作成及び児童増に伴う校舎の改修等を行うものです。また、角島、阿川、粟野小学校区の

スクールバス３台を新規に購入し、統合に伴う児童の安全な通学手段を確保するものです。

予算につきましては、一番下の予算情報にありますとおり、スクールバス３台の購入経費

２,４００万円、校舎改修工事費１,０００万円、物品移転等の委託料や各種備品・消耗品購
入に係る経費等１,１１７万６，０００円を新規に計上しております。
資料の１６ページをお願いいたします。学校給食施設再編整備につきましては、南部学

校給食共同調理場の建替えに伴い、整備候補地に関する地籍測量の委託や不動産鑑定評価

を行うものでございます。予算につきましては、一番下の予算情報にありますとおり、測

量の委託料や鑑定手数料３５０万円を計上しております。

恐れ入ります、資料の１０ページにお戻りください。他には、豊北地区のスクールバス

更新２台に係る経費１,６０８万７，０００円、学校の安心安全対策事業として屋外施設修
繕等の経費３００万円、下関商業高等学校におけるコンクリートブロック改修工事に係る

経費２,０００万円などを新規又は継続で計上しています。なお、学校の安全安心対策事業
の経費３００万円につきましては、ふるさとしものせき応援基金、これはふるさと納税の

基金ですが、こちらからの財源が充当されることとなっております。以上が学校教育に係

るハード事業の主要な項目でございます。

続きまして、右上の社会教育のソフト事業をご説明いたします。いずれも継続しての計

上となりますが、文化財総合調査として日本遺産の PR等に係る経費２１０万円、川棚のク
スの森枯損対策に係る経費１７３万５，０００円、前田砲台公開整備活用に係る経費２,８
９３万２，０００円などを計上しております。以上が社会教育に係るソフト事業の主要な

項目でございます。

最後に、右下の社会教育に係るハード事業をご説明いたします。資料の１７ページをお

願いいたします。恐竜の卵化石関連業務でございます。これにつきましては、平成２９年

６月に発表された本市産出の恐竜の卵化石につきまして、所有者から本市へ寄贈を受ける

予定となっております。そのため、考古博物館におきまして恐竜の卵や関連情報を展示す

るとともに、福井県立恐竜博物館等と連携をいたしまして、最先端の恐竜に関する情報を

継続的に発信していこうとするものであります。予算につきましては、一番下の予算情報

にありますとおり、展示ブースの設置、レプリカ作成及び寄贈公開イベントに係る経費４

５５万８，０００円を新規に計上しております。なお、この経費のうち４００万円につき

ましては、ふるさとしものせき応援基金の財源が充当されることとなっております。

資料の１８ページをお願いいたします。美術館照明設備のＬＥＤ化でございます。これ
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につきましては、現在、美術館内の照明設備は、蛍光灯、白熱灯、水銀灯が中心でありま

すが、これらの旧来型の点灯方式による電球類を、省エネルギーで、なおかつ文化財の保

存に適した照明設備に切り替えていくものであります。予算につきましては、一番下の予

算情報にありますとおり、照明設備の改修やＬＥＤランプ購入に係る経費７３０万円を新

規に計上しております。なお、この経費のうち１２０万円につきましては、ふるさとしも

のせき応援基金の財源が充当されることとなっております。

もう一度、資料の１０ページにお戻りください。他には、豊田生涯学習センター耐震補

強計画に係る経費８，１００万円、土井ヶ浜整備事業の基本計画検討に係る経費６８万５，

０００円などを新規又は継続で計上しています。

以上、新規・拡充した事業を中心に、主なものをご説明いたしました。

なお、この当初予算（案）は３月の市議会における議案の議決をもって正式に成立いた

します。厳しい財政状況が続きますが、事業実施にあたっては最小の経費で最大の効果を

発揮するよう、職員一同、引き続き努力して参る所存です。

すみません、訂正がございます。豊田生涯学習センターの耐震補強計画に係る経費でご

ざいますが、これは８１０万円の誤りでございます。訂正をいたします。

以上、平成３１年度教育予算について説明を終わります。よろしくご審議をお願いいた

します。

児玉典彦（教育長）

ありがとうございました。今、説明がありましたが、はい、藤井委員。

藤井悦子（教育委員）

１つ質問ですが、１２ページの外国語指導支援員の配置というところで、地域の人材を

使うということですが、これは募集という形で出される訳ですか。

児玉典彦（教育長）

はい、教育研修課。

三井清（教育研修課長）

そのように考えております。今現在、実際に学校で地域の方がご尽力いただいていると

ころもありますので、そのような方々をご推薦いただくということも考えております。以

上でございます。

児玉典彦（教育長）

はい、ありがとうございました。はい、小田委員。
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小田耕一（教育長職務代理者）

いじめ・不登校支援等総合推進事業の予算についてですけれども、先日もこの会議の中

で、不登校対策で細やかな配慮をして行われているということを私も確認をさせていただ

いたのですが、報酬とか旅費、そういったものが減になっているところを少し心配に感じ

ました。いかがでしょうか。

児玉典彦（教育長）

はい、生徒指導推進室。

瀬下信二（教育指導監）

今、いじめ・不登校のところで、報酬・旅費が減になっているということでご心配をか

けますが、今フリースクールの方にコーディネーターも一人置いて、動きやすいようにし

ております。それと、かんせいの方も人数がおりますので、そちらの方でカバーしていこ

うと考えております。実際にフリースクールの方も、はじめ不登校で登録していた人が４

人ぐらいだったのですが、今２０数名に増えていますので、かなり引きこもりの子がそち

らの方に通う案件も増えてきて、フリースクールの方からかんせいの方へ２人、３人ほど

替わっていった子もいますので、良い循環になっているのではないかなというように考え

ております。以上です。

児玉典彦（教育長）

はい、ありがとうございました。小田委員、よろしいですか。はい、吉村委員。

吉村邦彦（教育委員）

少ない予算の中、ありがとうございます。その中でもですね、やはり今から外国語のと

ころと、それから先ほどありました、ＩＣＴとか AIとかそちらのところをやはり強化して
いかなければいけないのかなというように思っている中で、外国語指導の質問も先ほどあ

りましたけれども、１校から４校に１人を配置するということで、予算が７９７万５，０

００円ということでいうと、延べで１０名ぐらい必要になると思うのですが、年間でその

報酬が１人当たり７０万円というような計算式なるんですけれども、それでよろしいかど

うかということが１つ。

それから、教育ネットワーク強化事業のところで、１０メガから３０メガに変更すると

いうことで、1校あたり５２万円位の予算になります。このネットワーク、要するに変える
のが回線速度だけ上げるのだとしたら、この予算自体は少し多いのかなあと、それ以外に

も何か行う予算になっているのかどうかというこの２点をお願いいたします。

児玉典彦（教育長）
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まず、教育研修課お願いいたします。

三井清（教育研修課長）

外国語指導支援員についてのお尋ねですけれども、今現在は小学校に専科教員と英語の

指導員が配置されていますので、その学校にはそういう教員を活用して充実を図っていく、

それ以外に配置されていない学校につきまして、先ほど申しました、外国語指導支援員を

配置しまして、外国語の充実を図っていきたいと思います。

今現在は１８名程度を募集して、先ほどありましたように、１校から４校に１人を配置

して、兼務をしながら外国語指導の充実に向けた取り組みを進めていくように考えており

ます。以上でございます。

児玉典彦（教育長）

よろしいですか。はい、木下部次長お願いします。

木下満明（教育部次長）

先ほど今年度の予算７９７万５，０００円で１人当たり７０万円位の予算になるのでは

ないかというお話ですけれども、今年度は２学期からの事業になりますので、来年度以降

は、想定の予算ですけれども、通年お勤めいただくと、１，１００万円くらいの金額にな

るということでご理解いただければと思います。

児玉典彦（教育長）

それでは、学校支援課、お願いします。

大賀健（学校支援課長）

学校支援課です。インターネット回線のことにつきましてです。現状１回線あたり、１

０メガで１万６，８００円、３０メガで２万５，９００円ということで、各学校分、６４

校分ということで見ておりまして、この金額につきましても学校向けの特別割引料金とい

うことでの料金ということになっておりまして、通常のメニューでは１０メガから５０メ

ガという形でしかないところを、３０メガというメニューを割引という値段でさせていた

だいているという状況でございます。以上です。

吉村邦彦（教育委員）

ありがとうございます。文科省で出ている、山口県下における下関のですね、ネットワ

ーク、それからＷｉ‐Ｆｉの設備、それから、タブレット等の配布の普及率というのは、

非常によくない状況にありますので、子供たちの教育というところで、今からは必要不可

欠になってくるものだと思いますので、ぜひそのあたりの予算も再来年度以降になると思



Ｐ22

うんですけれども、少し考えてみたらいかがかなというように思っております。

児玉典彦（教育長）

ありがとうございました。財政が大変厳しいので、マイナスシーリングがかかると、削

られない固定費はそのままで、どうしても教材費などが削られていきます。このままでは、

学校が学校として機能できなくなる恐れもありますし、社会教育もうまくまわらないので

はないかと危惧していますので、来年度教育委員会を挙げて予算折衝に臨みたいと思って

います。それでは、他はよろしいですか。はい、どうぞ。

藤井悦子（教育委員）

すみません、１４ページですが、しものせき夢冒険チャレンジキャンプ開催事業という

のがありまして、これはとても良い活動だと思います。深坂の公園を使うということです

が、豊田にも公園があります。今回５０名程度で募集をかけているようですが、こういう

野外体験というのは、なかなか子供たちはできないので、これから先のことですが、是非

こういう機会をいろいろな場所でやっていただきたいと思っています。また、予算もとっ

ていただければ良いかな、と思っております。よろしくお願いします。

児玉典彦（教育長）

ありがとうございました。生涯学習課、よろしくお願いします。それでは、なければ議

案第３号ついては承認ということでよろしいですか。

（はい）

児玉典彦（教育長）

では、承認といたします。続いて、審議をしたいのですが、長くなりそうなので、ここ

で一旦休憩を取りたいと思います。１０時５０分まで休憩をして、その後議案第４号から

再開をしたいと思います。それでは、休憩に入ります。

【議案審議】

議案第４号 下関市附属機関設置条例の一部を改正する条例

児玉典彦（教育長）

それでは再開したいと思います。議案第４号「下関市附属機関設置条例の一部を改正す

る条例」について、教育政策課、お願いします。
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藤田信夫（教育部次長）

教育政策課でございます。議案第４号「下関市附属機関設置条例の一部を改正する条例」

について、ご説明をいたします。資料１９ページをお願いいたします。

本議案につきましては、平成２７年に策定しております、本市の学校統合等に関する基

本計画である下関市立学校適正規模・適正配置基本計画の現在の計画期間が平成３１年度

で終了いたします。このことから、以後の計画策定のために、市立小学校及び中学校の適

正な規模及び配置について、必要な事項を調査、審議していただく附属機関として、下関

市立学校適正規模・適正配置検討委員会を設置するため、下関市附属機関設置条例の別表

に当該検討委員会を加えるための改正を行うものでございます。委員の定数につきまして

は、１３人以内としており、構成としては学識経験者、小中学校の教職員、ＰＴＡの代表

者、自治会の代表者、公募の一般市民の方々で構成することとしております。来年度に入

りまして、委員の選定や公募を進め、第１回の検討委員会を、６月ごろには開催したいと

考えております。検討委員会の組織等につきましては、教育委員会規則を制定することと

しており、３月の教育委員会に諮りたいと考えておりますので、その際に改めて詳細につ

いてはご説明をしたいと考えております。本件につきましては、３月の市議会定例会に上

程し、平成３１年４月１日の施行としております。説明は以上でございます。ご審議のほ

ど、よろしくお願いいたします。

児玉典彦（教育長）

ありがとうございました。ご質問、ご意見があればお願いします。はい、児島委員。

児島まさ子（教育委員）

今まで、これに代わる組織はあったのでしょうか。

児玉典彦（教育長）

教育政策課、お願いします。

藤田信夫（教育部次長）

この検討委員会につきましては、計画をつくる際に設置をいたしますので今回新しくつ

くるもので、前回、平成２７年度に策定したときにはやはり同じような検討委員会をつく

りまして、答申をいただいた段階でこの委員会そのものが終了ということになります。

児玉典彦（教育長）

はい、よろしいですか。他にないようでしたら、議案第４号は承認としてよろしいです

か。
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（はい）

児玉典彦（教育長）

では、承認といたします。

【議案審議】

議案第５号 下関市立青年の家の管理等に関する条例の一部を改正する条例

議案第６号 下関市立公民館の設置等に関する条例の一部を改正する条例

議案第７号 下関市生涯学習プラザの設置等に関する条例の一部を改正する条例

議案第８号 下関市学習等供用会館の設置等に関する条例の一部を改正する条例

児玉典彦（教育長）

続きまして、議案第５号「下関市立青年の家の管理等に関する条例の一部を改正する条例」

について、議案第６号「下関市立公民館の設置等に関する条例の一部を改正する条例」、続

いて、議案第７号「下関市生涯学習プラザの設置等に関する条例の一部を改正する条例」、

議案第８号「下関市学習等供用会館の設置等に関する条例の一部を改正する条例」につい

て、一括して審議をしたいと思いますので、生涯学習課から説明をお願いします。

異儀田正康（生涯学習課長）

生涯学習課でございます。議案第５号から第１２号、及び第１４号から第２０号までは、

主に税制改正により、平成３１年１０月１日から消費税率が８％から１０％に引き上げら

れることに伴い、施設の使用料等を改定するため、条例の一部を改正するものです。そこ

で、最初に消費税転嫁の基本的な考え方につきまして、代表しまして当課よりご説明をい

たします。別冊資料の２５ページ、参考資料をご覧ください。算出に当たりましては、平

成３０年１０月に財政部から示された平成３１年度消費税転嫁原則に基づいております。

転嫁対象は消費税の課税対象となる使用料、手数料等でございます。転嫁方法は、（１）内

税で単価設定単位が１０円、かつ前回改定を行っていないものと、（２）内税で（１）以外

のものに分けられております。

（１）の内税で単価設定単位が１０円、かつ前回税率引き上げ時に料金改定を行ってい

ないものについては、平成２６年に消費税が５％から８％へ引き上げられた際、１０円未

満切り捨ての原則により転嫁が行われておりません。よって、まず現行の単価を１．０５

で除して、１円未満を切り上げます。次にその額に１．１を乗じて、１０円未満を切り捨

てた額とすることとなります。資料にありませんが、例えば現行の単価が３００円の場合

には、３００円を１．０５で除すると、約２８５．７１円となり、一桁下未満を切り上げ、

２８６円となります。この額に１．１％を乗じると、３１４．６円となり、設定単位１０
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円未満を切り捨てて、転嫁後は３１０円となります。

次に、（２）の（１）以外の場合についてでございます。まず現行の単価を１．０８で除

して、単価設定単位の１桁下未満を切り上げます。次に、その額に１．１を乗じて、単価

設定単位未満を切り捨てた額とすることとなります。こちらも例を挙げますと、資料には

ありませんが、単価設定単位が１０円で、前回料金改定をしている現行単価が７３０円の

場合、まず７３０円を、１．０８で除すると、約６７５．９２円となり０．１円部分を切

り上げると、６７６円となります。次にこの６７６円に１．１を乗じると、７４３．６円

となり、１円部分を切り捨てて、新しい料金は７４０円となります。以上が今回の使用料

等の改正にかかる消費税転嫁の基本的な考え方でございます。

それでは、生涯学習課所管の施設に関する条例改正について、ご説明をいたします。別

冊資料２１ページをご覧いただきたいと思います。議案第５号「下関市立青年の家の管理

等に関する条例の一部を改正する条例」についてご説明いたします。本議案は、消費税率

の引き上げに伴い、青年の家の使用料に係る消費税及び地方消費税相当分を改定し、並び

に所要の条文整備を行うものです。２４ページの新旧対照表をご覧ください。右側の新の

金額に下線を引いているものが改定後の金額です。青年の家の場合、市外の高校生及び市

内の大学生、勤労青年の宿泊料が２００円から２１０円、市外の大学生、勤労青年が２５

０円から２６０円へ、市内の一般の方の宿泊料が３００円から３１０円となり、転嫁額は

１０円でございます。前回改正していないため、消費税転嫁原則の先ほどの（１）のとお

り現行単価を１．０５で除し、１円未満の端数を切り上げた額に１．１を乗じて、１０円

未満を切り捨てて、算出いたしました。また、別表第２の食堂の使用料 月額７，２００円

を条例第２条第２項で規定することとし、月額７，３３０円に改定され、転嫁額は１３０

円でございます。前回改定しておりますので、消費税転嫁原則（２）のとおり現行単価を

１．０８で除し、１円未満の端数を切り上げた額に１．１を乗じて、１０円未満を切り捨

てて算出しております。そのほかに、不足しておりました条文の整備を行っているところ

でございます。

続けて、第６号議案です。別冊資料２６ページをお開きください。議案第６号「下関市

立公民館の設置等に関する条例の一部を改正する条例」について、ご説明いたします。本

議案も、消費税率の引き上げに伴い、下関市立公民館の使用料に係る消費税及び地方消費

税相当分を改正するものです。４１ページの新旧対照表をご覧ください。右側の「新」の

欄の金額が、改定後の金額になります。例えば、４１ページの上の表にある北部公民館の

講堂の場合、午前９時から正午までの現行使用料は１，４４０円ですが、前回改定してお

りますので、消費税転嫁原則（２）のとおり現行単価を１．０８で除し、１円未満の端数

を切り上げた額に１．１を乗じて、１０円未満を切り捨て１，４６０円となります。また、

前回料金が据え置かれていた、下の段の第一研修室（講堂）の１時間当たりの延長料は消

費税転嫁原則（１）のとおり、現行単価２００円を１．０５で除して、１円未満の端数を

切り上げた額に１．１を乗じて１０円未満を切り捨て、２１０円に改定されます。転嫁額
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は１０円から４０円の範囲でございます。公民館の使用料については、新旧対照表にて、

新旧の使用料をご確認いただきたいと思います。

続きまして、別冊資料４９ページをお開きください。議案第７号「下関市生涯学習プラ

ザの設置等に関する条例の一部を改正する条例」について、ご説明いたします。本議案も

消費税率の引き上げに伴い、生涯学習プラザ使用料に係る消費税及び地方消費税相当分を

改定し、所要の条文整備を行ったものです。それぞれの使用料につきましては、６６ペー

ジの新旧対照表にて、新旧をご確認いただきたいと思います。右側の「新」の欄の金額が

改定後となっております。大ホール、小ホール、多目的ホール並びに各諸室の使用料を改

正し、加えて今まで規則で規定しておりました附属設備等使用料を同条例の別表第２とし

て定めております。例えば、大ホールの場合、平日９時から正午までの現行使用料は１万

６，４５０円ですが、前回改定しておりますので、消費税転嫁原則の（２）のとおり現行

単価を１．０８で除して、１円未満の端数を切り上げた額に１．１を乗じて、１０円未満

を切り捨てて、表示のとおり１万６，７５０円となります。今回附属設備等使用料につき

ましても、消費税転嫁原則に基づき算出しておりますが、規則から条例へ規定されたため、

「旧」の欄に記載はございませんが、ご了承ください。資料の６７ページの下の部分、例

を挙げますと、右側の「新」の部分になりますが、別表第２の（１）照明設備の基本セッ

トＡは大ホールでの現行使用料は１回につき一式が２，５７０円ですが、前回改定してお

りますので、消費税転嫁原則（２）のとおり現行単価を１．０８で除し、１円未満の端数

を切り上げた額に１．１を乗じて、１０円未満を切り捨てて、表示のとおり２，６１０円

となります。転嫁額は１０円から１，７９０円の範囲となっております。

続きまして、別冊資料７４ページをご覧ください。議案第８号「下関市学習等供用会館

の設置等に関する条例の一部を改正する条例」について、ご説明いたします。本議案も、

消費税率の引き上げに伴い、学習等供用会館使用料に係る消費税、地方消費税等相当分を

改定するものであります。７５ページの新旧対照表をご覧ください。右側の「新」の欄の

金額に下線を引いているものが改定後の金額となります。芝学習等供用会館で申し上げま

すと、広間及び休養室の使用料が１回につき、現行３００円から３１０円へ、学習室の使

用料が１回につき、現行２００円から２１０円へ改定しております。これは前回で料金改

定をしていないため、消費税率転嫁原則の（１）のとおり、現行単価を１．０５で除し、

１円未満の端数を切り上げた額に１．１を乗じて、１０円未満を切り捨てて算出し、転嫁

額は１０円となります。

説明は以上でございます。よろしくご審議のほどお願いいたします。

児玉典彦（教育長）

ありがとうございます。議案第５号から第８号まで一括して説明してもらいました。ご

質問、ご意見があればどうぞ。はい、吉村委員。
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吉村邦彦（教育委員）

３つあります。１つが平成３１年１０月１日から施行となってますけれども、これは和

暦で大丈夫でしょうかということが１つ。

それからもう１つ、これに伴って、各施設のパンフレットとか料金表が変わると思うん

ですけれども、作り直しの準備、それから予算もとっているかどうかということですね。

もう１つが、新旧の中で、聞き逃していたら申し訳ございませんけれども、新旧がある

中で旧がなく、新しく設定されている料金がありますけれども、これは新たにこれをつけ

加えるという認識でよろしいでしょうか。以上３つお願いいたします。

児玉典彦（教育長）

すいません、最初の質問についてもう一度お願いします。

吉村邦彦（教育委員）

平成で明記されていますけれども、私存じ上げないんで、確認のために伺いたいんです

けれども、西暦でなくてもよろしいでしょうか。

異儀田正康（生涯学習課長）

これにつきましては、条例の議案の審査はですね、市長部局の総務部総務課に文書法制

係というのがございまして、そちらの方で基本的な議案の形式といいますか、提出表示に

ついてはそちらの方で審査を行っているところです。委員ご指摘のありました、新元号の

関係で言われたと思いますけれども、これについては私ども詳しいことは聞いておりませ

んけれども、基本的に本市の取り扱いとしては、５月以降でも平成表示というような形と

させていただいております。市として、今回議案の上程についてはこういった形をとって

いるということでございます。改めて、こちらの方も再確認させていただきたいと思いま

す。

それから、新しい料金設定のパンフレット等で、予算化の件でございますけれども、こ

れについて、特別にパンフレットの予算取りということはないですけれども、必要であれ

ば予算の範囲内でですね、利用者の方に料金が変わったことがわかるようにということで

すので、その辺りは配慮して対応していきたいというように考えております。

吉村邦彦（教育委員）

公民館とかは、多分明記すれば大丈夫と思うんですけど、市民会館とか大きなホールと

かになるとですね、やはり今そういった料金表が存在していると思いますので、そのあた

りもう一度確認された方が良いのではないかな、と思います。

異儀田正康（生涯学習課長）
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わかりました。ありがとうございます。

「新」のところというのは、具体的には生涯学習プラザですか。

吉村邦彦（教育委員）

資料の６７ページから７３ページまでが、新たに料金設定を加えられたということです

かということです。

異儀田正康（生涯学習課長）

生涯学習プラザの附属設備の使用料なんですが、今まではですね、規則の方でこのよう

な形で料金設定をしていたのですけれども、基本的に使用料については、地方自治法２２

８条でですね、条例で定めなければならないとなっているのですけれども、今までは条例

の中で、附属設備の使用料を別に市長が定めるというような定め方になっておりまして、

具体的な金額等までは入っていませんでしたので、その考え方からですね、他の使用料と

同じように具体的に条例の中で整備するということで、この度新しくというのではなく、

規則から条例の方に定めたということで、特別に今回のこの「新」の中で、新しい料金設

定を定めたというものではございません。以上でございます。

児玉典彦（教育長）

よろしいですか。他の委員さん、何かありますか。ないようでしたら、議案第５号から

第８号については、一括して承認とします。よろしいでしょうか。

（はい）

児玉典彦（教育長）

では、承認といたします。

【議案審議】

議案第９号 重要文化財旧英国領事館の設置等に関する条例の一部を改正する条例

児玉典彦（教育長）

続きまして、議案第９号「重要文化財旧英国領事館の設置等に関する条例の一部を改正

する条例」について、文化財保護課お願いします。

髙森俊明（文化財保護課長）

文化財保護課髙森でございます。よろしくお願いいたします。議案第９号「重要文化財
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旧下関英国領事館の設置等に関する条例の一部を改正する条例」につきまして、ご説明さ

せていただきます。別冊資料の７６ページから８１ページをご参照ください。

本議案につきましては、消費税率の引き上げに伴い、旧下関英国領事館の施設使用料並

びに附属設備等使用料に係る消費税及び地方消費税相当分を改定するものです。主な改定

内容といたしましては、附属屋ギャラリーの全日使用料を１，５００円から１，５２０円

に、ステージ使用料を１，２３０円から１，２５０円に改定するなど、１０円から２０円

の範囲で改定いたしております。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

児玉典彦（教育長）

ありがとうございました。では、ご意見、ご質問があればお願いします。特にないよう

ですので、議案第９号については、承認とします。よろしいでしょうか。

（はい）

児玉典彦（教育長）

では、承認といたします。

【議案審議】

議案第１０号 下関市立美術館の設置等に関する条例の一部を改正する条例

児玉典彦（教育長）

続きまして、議案第１０号「下関市立美術館の設置等に関する条例の一部を改正する条

例」について、美術館お願いします。

中村美幸（美術館長）

美術館でございます。よろしくお願いいたします。議案第１０号「下関市立美術館の設

置等に関する条例の一部を改正する条例」について、ご説明いたします。別冊資料８２ペ

ージから８９ページをご参照ください。

このたびの改正は、下関市立美術館の施設について新たに使用料を設定するとともに、

消費税率の引き上げに伴い、観覧料等を改定し、並びに所要の条文整理を行うものでござ

います。施設の使用につきましては、これまで使用料の設定を１階の展示室と講堂を対象

としておりましたけれども、新たに光庭、造形室、窯場に係る使用料を定めております。

８５ページをご覧ください。光庭は、美術館の１階吹き抜けホールの空間でございますけ

れども、壁面に絵画等ワイヤーで展示することができます。また床面は、展示台等を置い

て、立体物を展示することができます。これまで、使用について規定がございませんでし
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たので、新たに使用料の設定も含めて、行うものでございます。また、造形室は地階の創

作活動を行うスペースで、これまでは、美術館主催の実技教室、あるいは同好会活動の場

として、使用しておりましたけれども、一般の市民の方の創作活動の場としても使用でき

るように、今回使用料の設定を行っております。また、陶芸活動に伴う窯場についても同

様に、使用料の設定を行うものでございます。

さらに、消費税率の引き上げに伴う観覧料の改定につきましては、新旧対照表の方をご

覧いただければと思いますけれども、所蔵品展示観覧料を一般２００円から２１０円、特

別観覧料の出版等収益を伴う場合のカラーの撮影等につきましては３，１２０円から３，

１７０円、これは前回の消費税アップの際の変更がなかったものでございます。ほか、施

設使用料の展示室、午前９時半から午後５時までの使用料を７，４２０円から７，５５０

円へ改定するなど、幾つか例を挙げていくと、そうした改定をしておりますけれども、１

０円から１３０円の範囲で改定をいたしております。詳細は、新旧対照表をご覧いただけ

ればと思います。他、条文整備を行っております。以上です。

児玉典彦（教育長）

ありがとうございました。ご意見、ご質問がありますか。いいですか。特にないようで

すので、議案第１０号について、承認とします。よろしいでしょうか。

（はい）

児玉典彦（教育長）

それでは、承認とします。

【議案審議】

議案第１１号 下関市立歴史博物館の設置等に関する条例の一部を改正する条例

議案第１２号 下関市立東行記念館の設置等に関する条例の一部を改正する条例

児玉典彦（教育長）

続きまして、議案第１１号「下関市立歴史博物館の設置等に関する条例の一部を改正す

る条例」及び議案第１２号「下関市立東行記念館の設置等に関する条例の一部を改正する

条例」について、歴史博物館、よろしくお願いします。

町田一仁（歴史博物館長）

下関市立歴史博物館でございます。９０ページをお開きください。議案第１１号「下関

市立歴史博物館の設置等に関する条例の一部を改正する条例」についてでございます。こ

の条例改正は、歴史博物館の観覧料及び特別観覧料の改定に係るものでありまして、提案
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理由は、下関市立歴史博物館にかかる企画展示観覧料を改定するとともに、消費税率の引

き上げに伴い、同施設の観覧料にかかる消費税及び地方消費税相当分を改定し、並びに所

要の条文整備を行うためでありまして、企画展示観覧料の改定及び各種観覧料の消費税増

税に伴う改定の２つが主な理由となります。

最初に、１０月１日からの消費税改定に伴う増税分の転嫁に係る改定であります。９２

ページの新旧対照表をご覧ください。上段の別表第１でございます。これが歴史博物館の

観覧料についての定めでございます。改定、つまり値上げいたしますのは、本市の消費税

転嫁原則に従いますと、常設展示観覧料の個人の一般が対象となります。これを現行２０

０円から２１０円にさせていただくものでございます。次の企画展示観覧料につきまして

は、別の理由がありますので、後ほど説明させていただきます。

次に、下段の別表第２についてでございます。これが歴史博物館の特別観覧料について

です。区分ごとに申し上げますと、熟覧は２００円を２１０円、模写、模造等は１，０３

０円を１，０４０円、撮影等でモノクロームにより学術研究を目的とする場合は１５０円

で変わりませんが、波線がついておりますのは条文整備でスペースを少し縮めたので、波

線がついておると思います。それから、出版等収益を伴う場合は１，５５０円を１，５７

０円、カラーにより学術研究を目的とする場合は３００円を３１０円、出版等収益を伴う

場合は３，１２０円を３，１７０円、複製を制作される場合には２１万６，０００円を２

２万円にするものであります。

次に、企画展示観覧料の改定についてであります。新旧対照表の上段の方に、９２ペー

ジの上段の方になると思いますが、これは、本年度の下関市せんたく会議におきまして、

歴史博物館入館料の見直しが事業見直し対象となったことから、歴史博物館の有料展示の

うち企画展示の観覧料のみを見直したものであります。９２ページ上段の別表第１の区分

の企画展示観覧料をご覧ください。歴史博物館の展示は無料のガイダンス展示、それから

有料となります、常設展示、企画展示、特別展示の４つで構成いたしております。このう

ち企画展示は、歴史博物館の所蔵品と近隣に所在する資料を借用し、年５、６回程度開催

する特集展示でありますが、この観覧料の個人の一般を１００円から２１０円、大学生等

を５０円から１００円、団体の一般を８０円から１６０円、団体の大学生等を４０円から

８０円に見直して、常設展示の観覧料と同額にするものであります。これにより、歴史博

物館の展示業務に係る一般財源の縮小及び歴史博物館独自の展示形態であります企画展示

の維持と充実を図ろうとするものであります。なお、その他の箇所の改正は条文の文言整

理等であります。

続きまして、議案第１２号になります。９３ページで、「下関市立東行記念館の設置等に

関する条例の一部を改正する条例」についてでございます。この条例改正は、東行記念館

の特別観覧区分の見直しと特別観覧料の改定に係るものであります。特別観覧料の中に新

たに複製のための特別観覧料を定め、消費税率の引き上げに伴い、特別観覧料の消費税及

び地方消費税相当分を改定し、並びに条文整備を行うものであります。９５ページの新旧
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対照表をご覧ください。第６条の特別観覧についてでありますが、これまでの特別観覧の

区分に新たに複製を設けたものであります。

次に別表第１です。本市の消費税転嫁原則に従いますと、東行記念館の観覧料につきま

しては常設展示観覧料の個人の一般及び大学生等並びに団体の一般等につきましては、改

定つまり値上げとなるところでございますが、東行記念館につきましては、他の博物館施

設と比べて、展示室の面積が狭小である上、他の施設の１．５倍の観覧料となっておりま

す。他が２００円のところを東行記念館だけ３００円頂戴いたしております。そのため、

今回は改定を見送ることといたしました。ゆえに別表第１につきましては、文言整理等に

なります。

次に、別表第２の特別観覧料についてでございます。区分ごとに申し上げますと、熟覧

は２００円を２１０円、模写、模造等は１，０３０円を１，０４０円、撮影等でモノクロ

ームによる学術研究を目的とする場合は１５０円で変わらず、出版等収益を伴う場合は１，

５５０円を１，５７０円、カラーにより学術研究を目的する場合は３００円を３１０円、

出版等収益を伴う場合は３，１２０円を３，１７０円にするものでございます。加えて、

先ほども申しましたように、新たに複製の区分を設けまして、複製に係る特別観覧料を２

２万円にするものであります。これらの金額は、歴史博物館の特別観覧料と同額になりま

す。なお、その他の箇所の改正は条文の文言整理等になります。ご審議のほど、よろしく

お願い申し上げます。

児玉典彦（教育長）

ありがとうございました。議案第１１号と第１２号ついて、ご意見ご質問があればどう

ぞお願いします。特にないようでしたら、議案第１１号と第１２号は承認としてよろしい

でしょうか。

（はい）

児玉典彦（教育長）

では、承認といたします。

【議案審議】

議案第１３号 財産の取得について

児玉典彦（教育長）

続きまして、議案第１３号「財産の取得について」を歴史博物館お願いします。

町田一仁（歴史博物館長）
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９６ページをお開きください。議案第１３号「財産の取得について」でございます。こ

れは、下関市立歴史博物館に所蔵し、歴史博物館資料とするため、財産を取得するもので

あります。契約の相手方は、東京都港区にお住まいの毛利陽織様で、目的物は長府毛利家

遺品１９点となります。取得価格は５，０００万円です。１９点の内訳は、９７ページの

別表のとおりであります。提案理由は、長府毛利家遺品を取得するためであります。

ここで、少し長府毛利家遺品の取得の経緯について説明させていただきます。平成２２

年２月、長府毛利家の当時の当主毛利元海様から長府博物館に寄託されておりました、長

府毛利家遺品の売却申し出がありました。これらの大半は、下関市指定文化財のため、市

外への流出を防がなければならないこと、また建設予定でありました、歴史博物館の展示

の中核となる博物館資料であることから、遺品の公有化について、所有者と協議を続け、

平成２７年３月に公有化について合意したところであります。合意の内容は、遺品１７２

件 １，８８１点、評価総額約４億３，２００万円について、所有者から売却等の都合が

ついた遺品を順次提示してもらい、本市が予算化して取得する計画であります。予定とし

ては、５年度、５回とし、１回当たり５，０００万円の取得経費、合計２億５，０００万

円となるところであります。４億３，２００万円の評価額のものを、２億５，０００万円

で購入しようとするものであります。そのため、平成２８年度に５，０００万円で、第１

回の公有化を行いましたが、平成２９年度は、１１月７日に毛利元海様が死去され、相続

未納であったことから、予算措置されておりました、５，０００万円を不執行としており

ます。本年度は第２回目となり、長府毛利家遺品を相続された、元海様の次女の毛利陽織

様から取得するものであります。

財産の詳細については、議案資料をご覧いただければと思います。９８ページから資料

の目録と材質、形状等について書いております。本来なら１点１点説明するところですが、

時間の都合上省略し、簡略に説明させていただきます。１から８は長府藩の歴代藩主及び

長府藩の初代藩主毛利秀元の祖父に当たる毛利元就などの画像８幅になります。なお、綱

元は第３代、匡広は第６代、元運は第１２代、元周は第１３代藩主となります。この中で

は、１の毛利秀元画像が狩野探幽、７の毛利元周画像が狩野芳崖の作品となることから、

少し高額な取得価格となっております。９から１２は脇差し４振りでありまして、歴代藩

主が殿中差しとして、使用していたものであります。なお、それぞれの脇差しには刀工の

銘などが彫られております。１３は、豊公朱章となります。豊公、つまり豊臣秀吉の朱印

状でありまして、すべて朝鮮出兵、文禄・慶長の役に関するものとなります。第１巻には、

毛利輝元宛の豊臣秀吉朱印状１通、毛利秀元宛の豊臣秀吉朱印状２通、慶長の役の朝鮮出

兵時の陣立書１通の合計４通です。第２巻は、毛利秀元宛、豊臣秀吉朱印状９通、第３巻

は、毛利秀元宛の豊臣秀吉朱印状５通、第４巻は、毛利秀元宛の豊臣秀吉朱印状３通で合

計で４巻２１通となります。続いて、１４の豊臣秀吉公朱章は、文禄・慶長の役の際に、

安国寺恵瓊にあてた、豊臣秀吉朱印状１巻１通となります。これは、内容が毛利秀元に関

するものでしたので、安国寺恵瓊から毛利秀元に渡されて、長府毛利家にあるというもの
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であります。１５の秀吉公朝鮮御出陣書翰１巻１通は、秀元に宛てた豊臣氏５大老連署状

でありまして、秀吉の没後の朝鮮からの撤退について５大老が秀元に指示したものであり

ます。１１９ページの一番下の写真がこれに当たりまして、１１月２５日の日付の下に、

毛利輝元、上杉景勝、宇喜多秀家、前田利家、徳川家康の豊臣氏５大老の花押が添えられ

ております。１６の紫組冠懸免状１巻１通は、京都の公家で蹴鞠を家業とする飛鳥井雅枝

が取り次いで、秀元が冠を固定する紫色の組掛使用の勅許を得たものとなります。

なお、１６件１９点の取得価格の合計は５，０００万円でありますが、評価額の合計は

８，５８０万円になります。つまり、８，５８０万円の評価額の品を５，０００万円で取

得しようとするものであります。ご審議のほど、よろしくお願いを申し上げます。

児玉典彦（教育長）

今、歴史博物館から説明がありましたが、議案第１３号について、質問、ご意見があり

ましたら、どうぞ。特にないようでしたら、議案第１３号は、承認としてよろしいでしょ

うか。

（はい）

児玉典彦（教育長）

それでは、承認といたします。

【議案審議】

議案第１４号 下関市立豊北歴史民族資料館の設置等に関する条例の一部を改正する条例

児玉典彦（教育長）

続きまして、議案第１４号「下関市立豊北歴史民族資料館の設置等に関する条例の一部

を改正する条例」について人類学ミュージアムよろしくお願いします。

松下孝幸（土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム館長）

人類学ミュージアムでございます。１２１ページをご覧ください。議案第１４号の「下

関市立豊北歴史民俗資料館の設置等に関する条例の一部を改正する条例」につきまして、

消費税率の引き上げに伴い、下関市立豊北歴史民俗資料館の施設使用料に係る消費税及び

地方消費税相当分を改定するものでございます。

改定内容につきましては、１２３ページの新旧対照表をご覧ください。別表の施設使用

料のうち、展示室の通常使用料３１０円を３２０円に、講堂の通常使用料５２０円を５３

０円に、また、特別使用料９，０００円を９，１６０円に改定するものでございます。以
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上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。

児玉典彦（教育長）

ありがとうございました。議案第１４号について、ご意見、ご質問があればお願いしま

す。ないようでしたら、議案第１４号について、承認としてよろしいですか。

（はい）

児玉典彦（教育長）

では、承認といたします。

【議案審議】

議案第１５号 下関市菊川ふれあい会館の設置等に関する条例の一部を改正する条例

議案第１６号 下関市菊川青年交流館の設置等に関する条例の一部を改正する条例

児玉典彦（教育長）

続きまして、議案第１５号「下関市菊川ふれあい会館の設置等に関する条例の一部を改

正する条例」及び議案第１６号「下関市菊川青年交流館の設置等に関する条例の一部を改

正する条例」について、菊川教育支所、よろしくお願いします。

山本洋美（菊川教育支所長）

菊川教育支所です。よろしくお願いいたします。それでは、議案第１５号「下関市菊川

ふれあい会館の設置等に関する条例の一部を改正する条例」について説明いたします。資

料は１２４ページです。

本議案は、消費税率の引き上げに伴う、菊川ふれあい会館の使用料に係る消費税及び地

方消費税相当分の改定、並びにこれまで規則において定めておりました、設備・器具使用

料、及び冷暖房使用料について本条例に加えるとともに、所要の条文整備を行うものです。

各々の使用料ですが、新旧対照表の１３６ページ下段をご覧ください。例えば、多目的

ホールの午前中の使用料を現行の１万３，３７０円から１万３，６１０円に、楽屋１の午

前中の使用料を３００円から３１０円に改定するなど、転嫁額は１０円から１，０３０円

の範囲で改定しております。

また、これまで規則において定めておりました、設備・器具使用料及び冷暖房使用料に

ついては、本条例の別表第２として定めております。新旧対照表の１３７ページの下段の

部分になります。これらの使用料についても、消費税転嫁原則に基づき算出しております

が、規則から条例に規定したため、旧の欄に記載がありませんが、ご了承ください。以上
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で、議案第１５号の説明を終わります。

引き続き、議案第１６号「下関市菊川青年交流館の設置等に関する条例の一部を改正す

る条例」について説明いたします。１４０ページをご覧ください。本議案も、消費税率の

引き上げに伴い、菊川青年交流館の使用に係る消費税及び地方消費税相当分を改定するも

のです。

主な改正内容です。次のページ、１４１ページをご覧ください。会議室の午前９時から

正午までの使用料を３２０円から３３０円に、また、正午から午後５時までの使用料を５

３０円から５４０円に改定するなど、１０円と２０円の範囲で改定しております。以上で、

議案第１６号の説明を終わります。ご審議の程、よろしくお願いいたします。

児玉典彦（教育長）

ありがとうございました。ただいま議案第１５号と第１６号について説明がありました

が、ご意見、ご質問があればお願いします。ないようですので、議案第１５号と第１６号

は承認としてよろしいですか。

（はい）

児玉典彦（教育長）

では、承認といたします。

【議案審議】

議案第１７号 豊田ホタルの里ミュージアムの設置等に関する条例の一部を改正する条例

議案第１８号 下関市生涯学習センターの設置等に関する条例の一部を改正する条例

児玉典彦（教育長）

続きまして、議案第１７号「豊田ホタルの里ミュージアムの設置等に関する条例の一部

を改正する条例」及び議案第１８号「下関市生涯学習センターの設置等に関する条例の一

部を改正する条例」について、豊田教育支所、説明をお願いします。

石田正成（豊田教育支所長）

豊田教育支所でございます。よろしくお願いいたします。１４２ページをお願いいたし

ます。議案第１７号「豊田ホタルの里ミュージアムの設置等に関する条例の一部を改正す

る条例」についてご説明いたします。本議案は、消費税の引き上げに伴い、豊田ホタルの

里ミュージアムの観覧料及び施設使用料に係る消費税及び地方消費税相当分を改定するも

のです。
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資料１４３ページの新旧対照表をご覧ください。主な内容は、特別観覧料の熟覧が１日

２００円から２１０円に、模写、模造等が１日 １，０２０円から１，０３０円へ改定す

るなど、１０円から５０円の範囲で改定するものでございます。

続きまして、議案第１８号「下関市生涯学習センターの設置等に関する条例の一部を改

正する条例」についてご説明いたします。本議案も、消費税の引き上げに伴い、下関市生

涯学習センターの使用料に係る消費税及び地方消費税相当分を改正するとともに、当該条

例の所要条文の整備及び下関市豊田生涯学習センター附属設備を整理するため、条例の一

部を改正するものでございます。

１４８ページの新旧対照表をご覧ください。主な内容ですけれども、条例の第２条、第

５条から第１３条及び別表の備考の条文を整理いたします。また、別表第２の豊田生涯学

習センター附属設備のうち、一部のオーディオ機器等については映像ソフトの変化等によ

り使用がなくなったものを整理いたします。使用料につきましては、別表１の豊田生涯学

習センター中講堂の午前９時から正午までが１，０５０円から１，０７０円へ、同じくス

テージの午前９時から午前１０時までを２万１３０円から２万５００円へ改定するなど、

１０円から３７０円の範囲で改定するものでございます。以上、ご審議の程、よろしくお

願いいたします。

児玉典彦（教育長）

ありがとうございました。ただいま、議案第１７号と第１８号について説明がありまし

たが、ご意見、ご質問がありますか。ないようですので、２つの議案について、承認とし

てよろしいですか。

（はい）

児玉典彦（教育長）

それでは、議案第１７号、第１８号は承認とします。

【議案審議】

議案第１９号 下関市滝部活動施設の設置等に関する条例の一部を改正する条例

議案第２０号 下関市角島開発総合センターの設置等に関する条例の一部を改正する条例

児玉典彦（教育長）

引き続き、議案第１９号「下関市滝部活動施設の設置等に関する条例の一部を改正する

条例」及び議案第２０号「下関市角島開発総合センターの設置等に関する条例の一部を改

正する条例」について、豊北教育支所、お願いします。
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西村敬教（豊北教育支所長）

豊北教育支所の西村でございます。よろしくお願いします。議案第１９号及び第２０号

につきまして、一括してご説明させていただきます。資料の１５１ページをお開きくださ

い。議案第１９号「下関市滝部活動拠点施設の設置等に関する条例の一部を改正する条例」

につきましては、消費税率の引き上げに伴い、施設の使用料に係る消費税及び地方消費税

相当分を改定するものです。改正内容につきましては、１５３ページの新旧対照表をご覧

ください。主な改定点は、講義室使用料の午前９時から午後５時までの１時間につき５２

０円から５３０円に、午後５時から午後１０時までの１時間につき８４０円から８５０円

へ改定するなど、１０円から１６０円の範囲で改定しております。なお、表中の特別使用

料というのは、使用者が冠婚葬祭等で全室を使用するときの使用料でございます。

続きまして、議案第２０号「下関市角島開発総合センターの設置等に関する条例の一部

を改正する条例」につきましては、使用者の利便性を向上させるため、開館時間を変更し、

並びに消費税率の引き上げに伴い、施設の使用料に係る消費税及び地方消費税相当分を改

定するものです。改正内容につきましては、１５５ページや１５６ページの参考資料をご

覧ください。まず、第３条第２項におきまして、開館時間を午後５時までといたしており

ましたが、午後１０時までに変更し、別表におきまして、集会室使用料の午前９時から午

後５時までの１時間につき５２０円から５３０円、午後５時から午後１０時までの１時間

につき８４０円から８５０円へ改定するなど、１０円から１６０円の範囲で改定していま

す。

なお、施行日ですが、第３条第２項の開館時間の変更につきましては平成３１年４月１

日とし、別表の使用料に係る改正につきましては平成３１年１０月１日としております。

以上、議案第１９号及び第２０号について、説明いたしました。ご審議のほど、よろし

くお願いいたします。

児玉典彦（教育長）

ありがとうございました。ただいま、議案第１９号、第２０号について説明がありまし

たが、ご質問、ご意見がありますか。はい、藤井委員。

藤井悦子（教育委員） ちょっとお聞きしたいのですが、開館時間が午後５時から１０時

に替わったのは、要望か何かあったのでしょうか。

児玉典彦（教育長）

豊北教育支所、お願いします。

西村敬教（豊北教育支所長）
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角島は公民館にもなっておりまして、実際の活用として、現在も午後１０時まで使用を

している事例があります。条例上、午後５時までとなっておりますが、使用料には、午後

１０時までの使用料が規定されておりまして、教育委員会で特に認めたものということで、

運用をしておりますので、これについて条文を整理したいというように考えたものです。

児玉典彦（教育長）

ありがとうございました。よろしいですか。他にはございますか。ないようでしたら、

議案第１９号、第２０号は承認としてよろしいでしょうか。

（はい）

児玉典彦（教育長）

それでは、承認といたします。

【議案審議】

議案第２１号 工事請負契約締結について

児玉典彦（教育長）

最後の議案です。議案第２１号「工事請負契約締結について」学校支援課お願いします。

大賀健（学校支援課長）

はい、学校支援課です。それでは、議案第２１号「工事請負契約締結について」をご説

明いたします。資料は１５７ページから１６６ページとなっております。まず、１５７ペ

ージをご覧ください。

この議案はこの２月１３日に開札が行われ、落札者が決定した、下関市立小学校空調設

備設置工事（その１）ほか２件について請負契約を締結しようとするものでございます。

この３件の工事は共に、工期の着手日を市議会議決後５日以内とし、完成日を平成３１年

８月３０日としております。

それでは、各工事についてご説明いたします。１５８ページをご覧ください。下関市立

小学校空調設備設置工事（その１）についてでございます。契約の相手方は、三晃空調を

代表者とし、三晃空調、新ホーム、エビス商会の３社で構成する工事共同企業体で、請負

代金は、税込み３億８，１２４万円でございます。入札には、２つの工事共同企業体が参

加し、予定価格に対する落札率は９６．７１％でございました。１５９ページをご覧くだ

さい。工事概要につきましては、記載しておりますとおり、山の田小学校ほか１３校の１

９６教室に空調設備を設置するものでございます。次の１６０ページに各学校の位置図を
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つけております。

続きまして、１６１ページをご覧ください。下関市立小学校空調設備設置工事（その２）

についてでございます。契約の相手方は、中電工を代表者とし、中電工、ダイワ技研、和

田電機の３社で構成する工事共同企業体で、請負代金額は、税込み４億７，２０６万８，

０００円でございます。入札には、２つの工事共同企業体が参加し、予定価格に対する落

札率は９３．１８％でございました。１６２ページをご覧ください。工事概要につきまし

ては、記載のとおり川中小学校ほか１５校の２４３教室に空調設備を設置するものでござ

います。次の１６３ページに各学校の位置図をつけております。

続きまして、１６４ページをご覧ください。下関市立小学校空調設備設置工事（その３）

についてでございます。契約の相手方は、新ホームを代表者とし、新ホーム、大上設備、

重井住機の３社で構成する工事共同企業体で、請負代金額は、税込み４億３，１６７万６，

０００円でございます。入札については、３者の工事共同企業体が参加し、予定価格に対

する落札率は９３．１４％でございました。１６５ページをご覧ください。工事概要につ

きましては、記載のとおり豊浦小学校ほか１６校の２０６教室に空調設備を設置するもの

です。次の１６６ページに各学校の位置図をつけております。以上で、説明を終わります。

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

なお、中学校の空調設備設置工事につきましては、３つの工事共同企業体が入札に参加

し、小学校と同様に２月１３日に開札が行われましたが、入札参加者や落札候補者の辞退

により請負業者の決定には至っておりません。そのため、事後の報告とさせていただくこ

とになりますが、小学校と併せて現在、３月議会に議案を提出する予定で、協議を進めて

おります。以上です。

児玉典彦（教育長）

ありがとうございました。今、議案第２１号空調設備の「工事請負契約締結について」

説明がありましたが、ご質問、ご意見がありましたらお願いします。はい、吉村委員。

吉村邦彦（教育委員）

まず、今年エアコンが付くということで、子供たちも喜んでいますし、これで学力が向

上すればというように非常に期待しています。その中で、今回、方式がガスとなっていま

すけれども、角島と蓋井は理解できるのですが、この王江小学校が電気というのは何か理

由があるのでしょうか。

児玉典彦（教育長）

はい、学校支援課お願いします。

大賀健（学校支援課長）
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学校支援課です。王江小学校については、今後統廃合等の計画もございまして、今回は

国の補助をいただいて、整備するということになっておりまして、閉校の学校に設置する

ものについては、移設しなければ補助の返還というようなこともなり得ますので、今後移

設を考えた上で、移設しやすいものを設置するということで、王江小学校については電気

式を採用しております。以上です。

児玉典彦（教育長）

よろしいですか。他はございませんか。ないようでしたら、議案第２１号は承認として

よろしいでしょうか。

（はい）

児玉典彦（教育長）

それでは、議案第２１号は承認といたします。

【報告事項】

文化施設観覧料の高齢者減免基準の見直しについて

児玉典彦（教育長）

続きまして、報告事項に移ります。報告事項「文化施設観覧料の高齢者減免基準の見直

しについて」を萬松部長お願いします。

萬松佳行（教育部長）

はい、それでは、「文化施設観覧料の高齢者減免基準の見直しについて」を説明いたしま

す。資料の１６７ページをお願いいたします。教育委員会所管の文化施設におきまして、

高齢者の観覧料の減免基準を統一的に見直すことで、各施設の観覧料の収入を増やしまし

て、一般財源の縮小を図るものでございます。なお、本案件につきましては、平成２９年

度の下関市せんたく会議におきまして、文化施設の一般財源の縮小の中の１項目として挙

げられております。本年度のせんたく会議及び観光スポーツ文化部等との調整を経まして、

今回統一的に見直すこととなったものでございます。

資料の中の２の項目ですが、対象となる施設と展示種別ごとの減免前の観覧料をお示し

しております。教育委員会所管の施設はそこに記載の８施設となります。なお観覧料のう

ち、括弧書きの表記の額につきましては、先ほど議案でも説明いたしましたが、平成３１

年１０月１日以降の消費税転嫁後の額になります。

続きまして改正内容でございますが、資料３でございます。高齢者における観覧料の無
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料、１００％減免であったものを原則として５０％減免とするものでございます。また、

観光文化施設としての統一化を図るために、市内居住の６５歳以上の者につきましては、

展示種別にかかわらず、減免対象としまして市として統一的に見直しをするものでござい

ます。表の現行及び改正後の内容を説明いたしますと、まず、現行は観覧料につきまして、

市内、北九州市の方で、６５歳以上は常設展示が、また７０歳以上は地域に関わらず、常

設、企画、特別のいずれの展示も１００％の減免となっております。改正後につきまして

は３点ございまして、１点目として市内の方で６５歳以上の方は常設、企画、特別のいず

れの展示も５０％の減免、２番目として北九州市の方で６５歳以上は常設展示が５０％の

減免、特別、企画展示は減免なしとなっております。３番目として、北九州以外の市外の

方につきましては、常設、企画、特別のいずれ展示も減免なしとなっております。

最後に、施行期日でございますが、今年度の３月末に関係の規則の整備を行いまして、

約半年間の周知準備期間を経た後に、本年１０月１日からの施行としております。以上が

説明でございます。よろしくお願いします。

児玉典彦（教育長）

今、説明がありましたが、ご質問、ご意見があればどうぞ。ないようですので、これに

ついては報告済みといたします。

【報告事項】

下関市立学校適正規模・適正配置事業の進捗状況について

（下関市立角島小学校・下関市立阿川小学校・下関市立粟野小学校・下関市立滝部小学校）

児玉典彦（教育長）

それでは、最後に「下関市立学校適正規模・適正配置事業の進捗状況について」を教育

政策課お願いします。

藤田信夫（教育部次長）

教育政策課でございます。「下関市立学校適正規模・適正配置事業の進捗状況について」

ということで、豊北地区の角島小学校、阿川小学校、粟野小学校、滝部小学校の学校統合

について、ご報告いたします。資料は最後の１６８ページでございます。

学校統合の概要でございますが、統合時期は再来年度、２０２０年４月１日ということ

でございます。統合後の校名、校歌、校章につきましては、統合校区の代表者で組織する

統合校開校準備協議会において、協議をすることとしております。統合後の学校位置につ

きましては、現在の滝部小学校の位置で、校舎につきましても、必要な改修を行い、現在

の滝部小学校の校舎を利用するということにしております。
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２番目に、各校の児童数及び学級数をお示ししております。各校区毎の詳細は省略させ

ていただきますが、現在３０年５月１日現在の各校の児童数が表の一番下、合計にござい

ますように、２１５名でございます。統合時点の２０２０年４月では、今現在２００名を

見込んでおるところでございます。

３のこれまでの主な経過のところでございますが、平成２９年１月から平成３０年５月

にかけまして、各校区の保護者、地域の方々と、学校統合に関する意見交換会を行ってま

いりました。角島小学校の校区では３０年６月に、阿川小校区では３０年９月でございま

すが、２０２０年４月に現在の下関市立滝部小学校の位置に豊北地区すべての小学校統合

を目標とするということが確認、決定されました。これを受けまして、平成３０年１１月

１２日に角島、阿川、粟野、各校区の代表者が市役所の方にお見えになられまして、学校

統合に関する要望書が書面で市長及び教育長へ提出されたところでございます。この度の

４校の統合を進めるに当たり、２０２０年４月におきましては、豊北地区におけるすべて

の小学校が１つとなることから、円滑な統合及び新たな小学校の開校準備のため、３１年

４月、この４月に統合が決定しております、神玉小学校神田小学校、滝部小学校、それと

２０２２年の統合校である角島小学校、阿川小学校、粟野小学校の各校区の代表者に加え

まして、平成２７年に滝部小学校と統合いたしました田耕小学校の地区、こちらの方々の

代表者を構成員とした下関市豊北地区統合小学校開校準備協議会を設置したところでござ

います。今後、開校準備協議会におきまして、先ほど申し上げましたように、統合校の校

名、校歌、校章に関すること、また統合校の学校指定用品に関すること、こういったもの

について協議を行い、開校準備が進められるということになってまいります。

２０２０年には豊北地区において、小学校が１つの学校としてスタートすることになり

ますので、円滑な統合に向けて諸準備を進めてまいりたいというように考えております。

以上ご報告いたします。

児玉典彦（教育長）

ありがとうございました。今、説明がありましたが、ご質問、ご意見ありますか。ない

ようでしたら、この件については報告済みといたします。

児玉典彦（教育長）

以上ですが、何か言い残したことがございますか。はい、吉村委員。

吉村邦彦（教育委員）

先ほど消費税で各施設の料金が変わるという話がずっと続いておりますが、色々と見て

みるとですね、例えば同じ公民館でも各地域によって料金が違ったりしています。これは

広さや設備の問題もあると思うのですけれども、特別観覧のところを見てもですね、例え

ば９５ページと１４３ページで比べていただけたらと思うのですけれども、他の料金は同
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じなんですが、出版等収益を伴う場合のところだけ料金が違うとか、細かいことですけれ

ども、そういったことも見受けられますので、来年度は間に合わないかもしれませんけれ

ども、次の何かの機会に、それぞれの施設の料金の統一、市民の皆さんがどこに行っても

同じ料金で使えるというようなことも考えてみるべきではないかというように思っていま

す。以上です。

児玉典彦（教育長）

今、ご意見がありましたので検討をお願いしたいと思います。

非公開部分（終わり）

児玉典彦(教育長)
それでは、本日の議事はすべて終了しましたので、以上で２月の定例会を終了いたしま

す。皆様、お疲れ様でした。

(お疲れ様でした)

署名

教 育 長

署名委員

署名委員

作成職員

【閉会の宣告】


